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初公開 昭和のポスター －小田原とスポーツ、観光・まつり－

日時：令和４年８月16日(火)～同月28日(日) ＊月曜日休館

場所：小田原市立中央(かもめ)図書館 ２階 地域資料コーナー

2021年(令和３)４月、小田原市城内にあった旧小田原市立図書館（星崎記念館）が閉館、蔵書の図

書以外にも所蔵資料が小田原市立中央（かもめ）図書館に移転することになり、隠れ保管されていた

資料について、改めて整理・目録が作成されたものがいくつかあります。所蔵はされていたのですが、

それまで目録もなく閲覧者に提供できませんでした。その１つが図書館の入り口やお知らせコーナー

に貼られ、来館者に告知されたのち館内に保管されていたポスター類です。嘱託員（現会計年度任用

職員）星野和子の地道な成果によるもので、目録点数は2,000点を超えます。

年代は小田原町立図書館（建物は現二の丸観光案内所・小田原城総合管理事務所）が開館した1933

年(昭和８)から1975年(昭和50)ころまで。まさに戦前・

戦後をまたぐ「昭和」の時代にあたり、石井富之助が職
とみ の すけ

員・館長であった時期に相当します。内容もさまざま。

国・県・市町など官公庁からのお知らせはもちろんのこ

と、小田原振興会・箱根振興会の作成した観光ポスタ

ー、戦時中に関しては国威発揚・食生活啓発の手書きの
こく い はつよう

ポスターも残されています。戦後10年くらいでは県民情

報・選挙ポスターや、ものの無い時代における市民の文

化活動・社会教育活動・催し物案内も残されています。

なかでも文学・美術・音楽・演劇団体などの手書きのポ

スターは貴重で、その一方で映画館・演芸場など商業ベ

ースのポスターは限られたもののみとなります。

今回の所蔵資料展示では、「小田原のスポーツ」と「観

光・まつり」をテーマに実物のポスター、および複製パ

ネルを展示します。上下に鉄棒を付けた戦前の大型ポス

ターや、1964年(昭和39)東京オリンピックの際に神奈川

県用に作成されたポスター(右)も紹介します。

小田原市立中央図書館
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図書館所蔵貴重資料公開のお知らせ



図書館所蔵貴重資料の目録を

小田原市のホームページで公開

小田原市ホームページ⇒公共施設⇒図書館・図書説⇒図書館 申請・ダウンロード

＊各目録はPDFファイルでアップされています。

① 高橋健三関係資料

高橋健三（1855～98年）は明治中期の官僚、ジャーナリスト。この資料群は戦前、

衆議院議員・第２代小田原市長であった鈴木英雄の所蔵文書に混入したまま、『鈴木英
すず き ひで お

雄 伝記資料』（相模書房、1982年）を編纂するに際して市立図書館に預けられ、のち

一緒に図書館所蔵となった。鈴木英雄家文書の整理・目録作成後、分けられ単独の高

橋健三関係資料となる。

漁業で資産を残し、保養地箱根塔ノ沢に旅館を営んだ鈴木善左衛門は知古を得た高
ぜん ざ え もん

橋健三宅に息子英雄を書生として寄宿させ、東京での教育を受けさせた。のち政界を

退いた高橋は妻清子とともに英雄の世話で小田原山王原で療養生活を送ることになり、
さんのうばら

その２年後1898年(明治31)小田原にて死去する。健三亡き後も清子との交流が続いた

関係で、清子の手元に残った日記・書簡類も英雄が引き取り保管することになった。

1902年小田原大海嘯で被害を受け、傷みの激しい資料も含まれる。文書類に分けら
だいかいしよう

れた資料の点数は計1,098、書簡・ハガキ類は点数計2,377。総点数3,475のうち、高橋

健三宛ての書簡類が2,157を占める。

② 大鳥圭介関係文書

大鳥圭介（1833～1911年）はもと幕臣、明治になり新政府の工部省に出仕、元老院

議官・学習院院長、駐清国特命全権公使、朝鮮公使などを歴任、帰国後は枢密院顧問

官を勤めた。1895年(明治28)国府津森戸川の河口、親木橋近くに別荘を構える。1887
こ う づ おや き ばし

年東海道本線が国府津駅まで延伸され、1989年に御殿場廻りで神戸まで全線開通後、

国府津周辺は小田原に先駆け政財界人の別荘地となっていた。奥津弘高『徳川慶喜公

の散歩道－別荘の街・国府津の人模様－』（夢工房、2007年）に詳しい。1902年の大海

嘯で別荘は流され、大鳥は九死に一生を得る。その後、丘陵地の麓、滝の前に別荘を

再建、同別荘で1911年(明治41)没した。この別荘に残されていた文書が市立図書館に

持ち込まれ、のち所蔵となる。総点数646。原稿・訳稿、手記・詩歌、書翰類からなり、

中国清朝 の政治家李鴻章 の書幅、海軍中佐広瀬武夫の書翰などを含む。なお、学習
しんちよう り こうしよう ひろ せ たけ お

院大学史料館・国立国会図書館憲政資料室にも大鳥圭介関係資料が収蔵されている。

【地域資料コーナー 利用案内】

市立中央(かもめ)図書館２階。50465-49-7807(直通)
休館日は毎週月曜日、年末年始、特別整理期間。
資料の出納・ご相談は９時～12時、13時～16時45分に承ります。
図書・資料は原則室内での閲覧のみ(一部郷土図書は貸し出し可)。

＊貴重資料：電話で事前に閲覧申請・ご予約をお願いいたします。

【編集後記】

コロナ禍、利用者の方がたに
はご迷惑をおかけしておりま
す。いましばらくの間、来館
の際にはマスクの着用、手の
消毒等をお願いいたします。
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